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熊本県人の心のふるさと「石橋」を守るため
石橋築造の基本となる技能を伝えたい
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石橋伝統技術保存協会
〒861-3516 熊本県上益城郡山都町千滝222-1
（株式会社尾上建設内）

石橋の技能継承に特化した、国内で唯一
の組織です。江戸時代後期から肥後の種
山村（現:熊本県八代市）を拠点に活動
し、地元山都町にある熊本が誇る「通潤
橋」や東京の「日本橋」など、全国各地の
石橋築造に携わった石工集団「種山石
工」。石橋とその技能を守るため「石橋技
術者養成講座」の開講など、技能者育成・
石橋の普及啓発に取り組んでいます。

「種山石工」（前頁参照）が石橋造りで活躍し、熊本は石橋の
宝庫となりましたが、長い時を経てコンクリート・鉄骨の
橋が主流になり、技能の継承者が種山石工の子孫の方1人
だけになったのが今から十数年前のことでした。「地元の宝
を守りたい」「修繕技能が継承できれば石橋は残せる」と、
平成23年「種山石工技術継承講座」（現「石橋技術者養成講
座」）を受講者５人で開講にこぎつけました。地道に育成を
続け、最初の受講者たちが先人の技能と思いを受け継ぎ、
育てる側へと成長しました。技能者を育て、指導者を増や
し、石橋築造の技を着実に次代に繋いでいくため、平成30
年から養成講座の基礎技能の指導に、ものづくりマイス
ターの派遣を依頼しました。受講者は、石材施工の基本技
能を学び、ものづくりマイスターの実技指導修了後は、よ
り専門的な石橋築造の学びへと進みます。

石橋は大変特殊な構造で、石橋は石工の作業の中でも最高峰
の技能が結集していますが、その根底にあるのは石材施工の
基本の技能で、石橋築造を本格的に学ぶ前段階として習得し
なければならないものです。指導にあたるものづくりマイス
ターは、種山石工の技能を受け継いだ講習会初代の受講者で
す。実技指導では石の見極め・選定、道具の適切な扱い方な
ども一から学べます。ものづくりマイスターの指導を希望す
る石材業に携わる若者が全国から集まり、今年度は15名で
開講しています。受講者は、普段の仕事では経験できない電
動工具を使わない手作業と、個々の経験レベルに合わせた詳
細な指導に、回を重ねる毎に石材施工の基本技能が身につ
き、技能に対する目も養われていきます。

背景 効果 手作業でじっくり学び
石材施工の基本が身についていく

「手を動かし・学び・教える」ことで
技能継承の好循環が生まれる

石橋築造の基礎知識や工具の使用方法を学んだ後、本格的な敷石加工と敷石組立に取り組む内容と
なっています。現在の石材加工の現場では機械化が進んでいますが、講座の敷石加工はすべて手作
業で行います。自分の手で道具を駆使し、長時間石と向き合う中で、石材加工の基本的な技能が身に
つくと言います。

【テーマ】  技能継承

熊本 乃親さん

一般社団法人
石橋伝統技術保存協会
総務部長

くまもと  のりちか

尾上 一哉さん

一般社団法人
石橋伝統技術保存協会
代表理事
お  がみ  かず  や

平成23（2011）年
尾上 一哉
石橋の築造や維持修復技術者の養成
事業、石橋の普及啓発事業など
4団体（2019年12月現在）

一般社団法人藤原 孝史         山下 勇輔
平井 親志

一般社団法人

尾上建設内にある石橋伝統技術保存協会本部

実施課題　石材施工
目　　的　石材施工及び石橋の築造に関する基本知識・技能の習得
受講対象　会員 15名
ものづくりマイスター　藤原 孝史、山下 勇輔、平井 親志　

石橋の築造に関する座学1回目

工具の使用方法などに関する実技指導2回目

敷石加工と敷石組立の実技指導3～10回目

設 立 年
代表理事
事業内容

会 員 数

たねやまいし

つうじゅん

きょう

く

基本技能の習得で「伝え・受け継ぐ人」
を増やし石橋築造の技をしっかり繋げ
ていきたい
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藤原　私は石橋技術養成講座の第一期生
でした。基本から石橋築造まで様々な技
能を学び、その後の仕事の幅を広げるこ
とができました。石橋築造を本格的に学
ぶ前段階となるものづくりマイスターの
実技指導で、受講者の皆さんには基本技
能をしっかり学んで欲しいと思います。
山下　私たちが受講していた当時の講座
では、種山石工の末裔にあたる方が講師
でした。その方に、別次元の技能を見せて
いただき、大きな刺激を受けました。もの
づくりマイスターとして、「先人達の技能
を後輩たちに伝えていかなければ」と改
めて責任を感じています。
平井　人に教えるようになって、どのよ
うに言えば伝わるか、どの作業まででき
るように指導してあげられるかなど、様々
なことを教える側の視点から考えるよう
になりました。教えることは、自分自身の
成長にもつながっていることを感じます。

先人からの思いを受け継ぎ
指導にあたる重み

普段の仕事では経験できない
手作業で石材施工の基本を学ぶ

切磋琢磨しながら石材施工の技能を
深め石橋築造の技能を次世代へ

【テーマ】  技能継承

石と向き合い手を動かし
判断力を養う実技指導

I N T E R V I E W
ものづくりマイスターと

受講者が語る

先人が残してくれた
技能を後輩に伝えて
いきたいです

受講者の皆さんに
納得してもらえる指導を
心がけています

まず手を動かしてみる
ことが技能向上に
つながります

石材加工の技能を学び
仕事の幅を広げたい

将来はフランスと
日本の文化の
橋渡しをしたい

（石材施工）
ものづくりマイスター

（石材施工）
ものづくりマイスター

山下 勇輔さん
やました  ゆうすけ

平井 親志さん
ひら   い    ちか  し

（石材施工）
ものづくりマイスター

藤原 孝史さん
ふじわら たか  し

道上 直弘さん
みちうえ    なおひろ

 　

石材加工や墓石の加工・製造を仕事にしている藤原マイスター。受講者の目の前で手本を見
せ、言葉では伝えきれない多くの技能を伝えています。

藤原 孝史さん
平成30年度 厚生労働省「ものづくりマイスター（石材施工職種）」認定
指導内容
石製品の種類及び構造、石材施工用の器工具・機械の種類や用途、石張り
下地の種類及び構造などの指導

山下マイスターは、熊本の石橋を後世に残したいという想いで指導しました。仕事の丁寧さ
や仕上げの美しさを大事にして欲しいと、後輩にアドバイスを送ります。

山下 勇輔さん
平成30年度 厚生労働省「ものづくりマイスター（石材施工職種）」認定
指導内容
石製品の種類及び構造、石材施工用の器工具・機械の種類や用途、石張り
下地の種類及び構造などの指導

根っからの石材加工好きと語る平井マイスターは、「第36回技能五輪全国大会（石工職種）」
で銅賞に輝いた経験もあります。一人ひとりに合わせた指導を信条にしています。

平成30年度 厚生労働省「ものづくりマイスター（石材施工職種）」認定
指導内容
荒石からの手加工による基本技能の指導。技能検定レベルの石材加工
作業の実技指導など

平井 親志さん

ものづくりマイスター 派遣先団体

石橋伝統技術保存協会
一般社団法人藤原 孝史         山下 勇輔

平井 親志

熊本県上益城郡山都町にある国の重要文化財「通潤橋」

Creimpet 
Fredericさん
フレデリック

クランぺ 

ものづくりマイスターとして実技指導に
関わることは、自分が学び直すきっかけ
にもなっています。

石材施工の現場では機械化が進んでおり、
手で作業する場面は減っています。しか
し、ものづくりマイスターが教えている
のは、手作業による石材施工の基本。自ら
の手を使うからこそ、学べることがある
と言います。

平井　手を使った技能は、あらゆる石材
施工の基本です。自分の手で長時間試行
錯誤しながら石と向き合うことで、作業
工程や石面の仕上げの見極めといった仕
事の判断も適切に行えるようになるもの
です。
道上　実家は、和歌山県の高野山で石材
店を営んでいます。今は石材施工、石橋築
造を学ぶために熊本におります。実技

指導では、ものづくりマイスターの皆さ
んに石材施工の基礎を筋道立てて指導し
ていただいています。特に、手を使った一
からの作業は、普段なかなか機会がなく
本当に大変ですが、仕事で機械を扱う際
の仕上がりに生きてくることを実感して
います。
クランペ　私は平成31年の２月に来日
しました。母国のフランスでも石工をし
ていたこともあり、この養成講座の存在
を知り、特に石材施工の基礎については、
ものづくりマイスターが教えてくださる
とあって受講を決めました。同じ石工で
も、日本とフランスでは扱う石の大きさ
も違えば必要となる技能も異なります。

ものづくりマイスターに石の種類から道
具の扱い方まで一つひとつ丁寧に指導し
ていただき、大変勉強になっています。

山下　この講座は仲間と巡り会うよい機
会にもなっていると思います。仕事の情
報交換も盛んに行われ、互いの現場を手
伝うなど協力関係が生まれています。
藤原　私も仲間に出会えることは、大き
な収穫だと考えています。普段の仕事で
は知ることのできない、他の職人の考え
方や作業の仕方を吸収する場でもありま
す。受講者の皆さんには、切磋琢磨しなが
ら石材施工の技能をしっかり身につけ、
ゆくゆくは石橋築造の技能を次の世代の
人たちに伝えて欲しいと思います。
クランペ　実技指導を受け、石工に必要

な技能の基本を学びながら、日本での夢
だった「通潤橋」など文化材の修繕にも関
わることができました。将来的には、フラ
ンスと日本の文化の橋渡しができるよう
になりたいと考えています。そのために
も、修繕の技能についてもっと学んで行
きたいです。

道上　家業の石材店を継ぐ際には、ここ
で学んだ石積みの技能を活かし、お客様
の要望に応じたお墓周辺の石垣の提案な
ど、仕事の幅を広げられるようになりた
いです。そのために、ものづくりマイス
ターや受講者の皆さんから学ぶべきこと
がまだまだ沢山あると思っています。

いし く

まつえい


